
離
島
振
興
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
参
照
条
文

○
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）

（
離
島
振
興
計
画
）

第
四
条

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
指
定
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
関
係
都
道
府
県
は
、
離
島
振
興
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
当
該
地
域
に
つ
い
て
離
島
振
興
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～

（
略
）

10
（
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
等
）

第
七
条

（
略
）

２

（
略
）

３

国
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
の
ほ
か
、
離
島
振
興
計
画
に
基
づ
く
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
そ
の

他
の
者
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

（
略
）

５

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
離
島
振
興
計
画
に
基
づ
き
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
費
用
の
十

分
の
五
・
五
を
補
助
す
る
。

一

公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
公
立
の
盲
学
校
若
し
く
は
聾
学
校
の
小
学
部
若
し
く
は
中
学
部
に
勤
務
す
る
教
員
又
は

職
員
の
た
め
の
住
宅
の
建
築
（
買
収
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
る
取
得
を
含
む
。
）
を
す
る
こ
と
。

二

体
育
、
音
楽
等
の
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
用
に
供
す
る
た
め
の
施
設
を
公
立
の
小
学
校
若
し
く
は
中
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
に
設

け
る
こ
と
。

６

国
は
、
離
島
振
興
計
画
に
基
づ
き
簡
易
水
道
の
用
に
供
す
る
水
道
施
設
の
新
設
又
は
増
設
を
す
る
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
そ
の
新
設
又
は
増
設
に
要
す
る
費
用
の
二
分
の
一
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

７

（
略
）

（
医
療
の
確
保
等
）

第
十
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

国
は
、
前
項
の
費
用
の
う
ち
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
、
政
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

二
分
の
一
を
補
助
す
る
も
の
と
す
る
。

６
・
７

（
略
）

附

則



４

前
項
の
国
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
は
、
五
年
（
二
年
以
内
の
据
置
期
間
を
含
む
。
）
以
内
で
政
令
で
定
め
る
期
間
と
す
る
。

７

地
方
公
共
団
体
が
、
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
を
受
け
た
無
利
子
貸
付
金
に
つ
い
て
、
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ

る
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償
還
を
行
つ
た
場
合
（
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
償
還
は
、
当
該

償
還
期
限
の
到
来
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

○
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
）

第
七
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

官
房
、
局
及
び
部
の
設
置
及
び
所
掌
事
務
の
範
囲
は
、
政
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

５

庁
、
官
房
、
局
及
び
部(
そ
の
所
掌
事
務
が
主
と
し
て
政
策
の
実
施
に
係
る
も
の
で
あ
る
庁
と
し
て
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の(

以
下
「
実
施
庁
」
と
い
う

。)

並
び
に
こ
れ
に
置
か
れ
る
官
房
及
び
部
を
除
く
。)

に
は
、
課
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
室
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
設
置
及
び
所
掌
事

務
の
範
囲
は
、
政
令
で
こ
れ
を
定
め
る
。

６
～
８

（
略
）

○
国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）

第
十
二
条

こ
の
款
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
審
議
会
の
組
織
及
び
所
掌
事
務
そ
の
他
国
土
審
議
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

○
離
島
振
興
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
二
十
七
号
）

（
法
別
表
（
三
）
の
政
令
で
定
め
る
道
路
）

第
一
条

（
略
）

（
法
第
九
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
及
び
算
定
基
準
）

第
二
条

法
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
す
る
場
合
の
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
は
、
同
号
の
住
宅
の
建
築
（
買
収
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
る
取
得
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
本
工
事
費
及
び
附
帯
工
事
費
（
買
収
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
る
取
得
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
買
収
費
と
す
る
。
以
下
「
工
事
費
」
と
い
う
。
）
並
び
に
事
務
費
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

（
法
第
九
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
及
び
算
定
基
準
）

第
三
条

法
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
補
助
す
る
場
合
の
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
は
、
同
号
の
施
設
の
建
築
の
工
事
費
及
び

事
務
費
と
す
る
。

２
～
４

（
略
）



（
法
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
簡
易
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
水
道
施
設
の
新
設
等
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
）

第
四
条

法
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
補
助
す
る
場
合
の
簡
易
水
道
事
業
の
用
に
供
す
る
水
道
施
設
の
新
設
又
は
増
設
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

２

（
略
）

（
診
療
所
の
設
置
等
に
係
る
費
用
の
範
囲
）

第
五
条

法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
補
助
す
る
場
合
の
同
項
に
規
定
す
る
事
業
に
係
る
費
用
は
、
都
道
府
県
が
支
弁
す
る
費
用
の
額
か
ら
当
該

事
業
の
実
施
に
伴
う
収
入
の
額
を
控
除
し
た
額
に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
算
定
基
準
に
従
つ
て
算
定
し
た
額
と
す
る
。

附

則

（
国
の
貸
付
金
の
償
還
期
間
等
）

２

法
附
則
第
七
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
（
二
年
の
据
置
期
間
を
含
む
。
）
と
す
る
。

６

法
附
則
第
十
項
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償
還
を
行
つ
た
場
合
と
す
る
。

○
総
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）

（
自
治
行
政
局
の
所
掌
事
務
）

第
七
条

自
治
行
政
局
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
三
十
一

（
略
）

２
・
３

（
略
）

附

則

第
五
条

自
治
行
政
局
は
、
第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
日
ま
で
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
務

を
つ
か
さ
ど
る
。

期

限

事

務

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
（
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
離
島

振
興
対
策
実
施
地
域
を
い
う
。
）
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と

。

（
略
）

（
略
）



平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

（
略
）

○
農
林
水
産
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
三
号
）

（
農
村
振
興
局
の
所
掌
事
務
）

第
七
条

農
村
振
興
局
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
十
九

（
略
）

２
・
３

（
略
）

附

則

（
農
村
振
興
局
の
所
掌
事
務
の
特
例
）

第
三
条

農
村
振
興
局
は
、
第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
日
ま
で
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
務

を
つ
か
さ
ど
る
。

期

限

事

務

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
（
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
離
島
振
興
対
策

実
施
地
域
を
い
う
。
）
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

（
略
）

○
国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）

（
都
市
・
地
域
整
備
局
の
所
掌
事
務
）

第
七
条

都
市
・
地
域
整
備
局
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
二
十
七

（
略
）

２

（
略
）



（
総
務
課
の
所
掌
事
務
）

第
六
十
四
条

総
務
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
～
四

（
略
）

五

国
土
審
議
会
の
庶
務
（
土
地
政
策
分
科
会
、
首
都
圏
整
備
分
科
会
、
近
畿
圏
・
中
部
圏
整
備
分
科
会
、
東
北
地
方
開
発
分
科
会
、
九
州
地
方
開
発
分
科

会
、
四
国
地
方
開
発
分
科
会
、
北
陸
地
方
開
発
分
科
会
、
中
国
地
方
開
発
分
科
会
、
北
海
道
開
発
分
科
会
、
水
資
源
開
発
分
科
会
及
び
豪
雪
地
帯
対
策
分

科
会
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

六

（
略
）

（
離
島
振
興
課
の
所
掌
事
務
）

第
九
十
一
条

離
島
振
興
課
は
、
国
土
の
総
合
的
か
つ
体
系
的
な
利
用
、
開
発
及
び
保
全
を
図
る
観
点
か
ら
の
、
地
方
に
お
け
る
離
島
の
振
興
に
関
す
る
総
合

的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

附

則

（
都
市
・
地
域
整
備
局
の
所
掌
事
務
の
特
例
）

第
三
条

都
市
・
地
域
整
備
局
は
、
第
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
日
ま
で
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

期

限

事

務

離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
（
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
離
島

振
興
対
策
実
施
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に

関
す
る
こ
と
。

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

離
島
振
興
計
画
（
離
島
振
興
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
離
島
振
興
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
基
づ
く
公

共
事
業
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の
経
費
の
配
分
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

（
略
）

第
六
条

国
土
計
画
局
総
務
課
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
四
条
第
五
号
中
「
及
び
豪
雪
地
帯
対
策
分
科
会
」
と
あ
る
の
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ



る
期
間
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

、
豪
雪
地
帯
対
策
分
科
会
、
離
島
振
興
対
策
分
科
会
、
山
村
振
興
対
策
分
科
会
及
び
特
殊
土
壌
地
帯
対
策
分

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

科
会

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
七

、
豪
雪
地
帯
対
策
分
科
会
、
山
村
振
興
対
策
分
科
会
及
び
特
殊
土
壌
地
帯
対
策
分
科
会

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九

、
豪
雪
地
帯
対
策
分
科
会
及
び
特
殊
土
壌
地
帯
対
策
分
科
会

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

（
都
市
・
地
域
整
備
局
離
島
振
興
課
等
の
設
置
期
間
の
特
例
）

第
七
条

都
市
・
地
域
整
備
局
離
島
振
興
課
は
、
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

第
十
一
条

都
市
・
地
域
整
備
局
離
島
振
興
課
は
、
第
九
十
一
条
に
規
定
す
る
事
務
の
ほ
か
、
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を

つ
か
さ
ど
る
。

一
・
二

（
略
）

○
国
土
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
八
号
）

第
二
条

審
議
会
に
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
分
科
会
の
所
掌
事
務
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
。

名

称

法

律

（
略
）

（
略
）

２
～
７

（
略
）

附

則

第
二
条

審
議
会
に
、
第
二
条
第
一
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
分
科
会
の
ほ
か
、
次
の
表
の
期
限
の
欄
に
掲
げ
る
日
ま
で
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
分
科
会
の



欄
に
掲
げ
る
分
科
会
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
分
科
会
の
所
掌
事
務
は
、
審
議
会
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
法
律
の
欄
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
審
議
会
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
の
分
科
会
の
庶
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
課
の
欄
に
掲
げ
る
課
に
お
い
て
処

理
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
表
の
上
欄
」
と
あ
る
の
は
、
「
前
項
の
表
の
上
欄
及
び
附
則
第
二
条
第
一
項
の
表
の
分
科
会
の

欄
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

期

限

分

科

会

法

律

課

離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

離
島
振
興
対
策
分
科
会

国
土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局
離
島
振
興
課

第
七
十
二
号
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

（
略
）

（
略
）

（
略
）

○
漁
港
漁
場
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
三
十
九
号
）

（
漁
港
管
理
者
の
費
用
の
負
担
基
準
）

第
三
条

国
が
、
北
海
道
に
お
け
る
第
三
種
漁
港
又
は
第
四
種
漁
港
に
つ
い
て
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
漁
港
管
理
者
に
負
担
さ
せ
る
負
担
金
の
基
準
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

負
担
の
対
象
と
な
る
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業

漁
港
の
種
類

負
担
割
合

第
三
種
漁
港

当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
百
分
の
二
十
（
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第

外
郭
施
設
又
は
水
域
施
設
に
係
る
も
の

七
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
の
離
島
振
興
計
画
（
以
下
「
離
島
振
興
計
画
」
と
い
う

第
四
種
漁
港

。
）
に
基
づ
く
も
の
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
十
五
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２

（
略
）



○
海
岸
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
二
号
）

（
国
が
費
用
を
負
担
す
る
工
事
の
範
囲
及
び
国
庫
負
担
率
）

第
八
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
工
事
で
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
の
離
島
振
興
計
画

に
基
づ
く
も
の
（
第
二
項
又
は
前
項
に
規
定
す
る
工
事
を
除
く
。
）
に
要
す
る
費
用
に
対
す
る
国
の
負
担
率
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
第

二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
工
事
に
あ
つ
て
は
二
十
分
の
十
一
、
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
工
事
に
あ
つ
て
は
二
分
の
一
と
す
る
。

附

則

７

第
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
の
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

号
中
「
三
分
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
分
の
二
十
一
（
北
海
道
に
お
い
て
施
行
さ
れ
る
も
の
及
び
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第

五
条
第
一
項
の
離
島
振
興
計
画
に
基
づ
く
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
十
分
の
十
一
）
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
三
分
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
分
の
二
十
一

（
離
島
振
興
法
第
五
条
第
一
項
の
離
島
振
興
計
画
に
基
づ
く
も
の
（
同
号
に
掲
げ
る
工
事
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
二
十
分
の
十
一
）
」
と
、
同
条
第
三

項
及
び
第
四
項
中
「
五
分
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
分
の
十
一
」
と
す
る
。

○
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
十
七
号
）

（
国
の
負
担
金
の
割
合
の
特
例
）

第
二
条

（
略
）

２

（
略
）

３

一
般
国
道
の
改
築
で
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
の
離
島
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
も
の
以
外
の
も
の
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
法
第
四
条
の
政
令
で
定
め
る
国
の
負
担
金
の
割
合
は

、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
分
の
二
と
す
る
。

○
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）

（
国
庫
補
助
）

第
二
十
二
条

法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
に
対
す
る
国
の
補
助
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

し
尿
処
理
施
設
の
設
置
に
要
す
る
費
用
の
額
の
う
ち
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
額
の
三
分
の
一
以
内
（
離
島
振
興
法
（
昭
和

二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
の
離
島
振
興
計
画
（
以
下
「
離
島
振
興
計
画
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
も
の
に
あ
つ
て
は
、
二
分
の
一
以

内
）
の
額



二
・
三

（
略
）

○
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）

（
法
第
百
六
条
の
政
令
で
定
め
る
規
定
等
）

第
三
十
七
条

法
第
百
六
条
の
政
令
で
定
め
る
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
～
十
二

（
略
）

十
三

離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
の
規
定
（
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
限
る
。
）

十
四
～
三
十
四

（
略
）

２

（
略
）


